
第
48
号
の
表
紙

　今
回
の
表
紙
は
、
平
成
3
年

に
山
登
り
が
好
き
な
仲
間
10
人

で
発
足
し
ま
し
た
﹁
吹
上
山
の

会
﹂で
す
。

　本
年
で
26
年
目
を
迎
え
、
会

員
も
22
人
に
増
え
、
屋
久
島
の

宮
ノ
浦
岳
︵
1
9
3
6
m
︶、
鳥
取

県
の
大
山︵
1
7
2
9
m
︶と
県
内

外
の
山
々
を
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。　会

員
の
中
に
は
専
門
的
な
技

術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
お
り
、
初

心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
登
れ

ま
す
。

　昨
年
9
月
、会
の
発
起
人
で
あ

り
、
山
登
り
の
醍
醐
味
を
教
え

て
く
れ
た
会
長
さ
ん
が
突
然
の

病
で
他
界
さ
れ
、
深
い
悲
し
み

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
会
員
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
山

登
り
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

　こ
の
度
、﹁
ぎ
か
い
の
と
び
ら
﹂

を
フ
ル
カ
ラ
ー
化
し
、
読
み
や

す
い
紙
面
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い

た
し
ま
し
た
。

　広
報
編
集
委
員
会
で
は
、
今

後
も
市
民
の
皆
様
に
親
し
み
を

持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙

面
作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　急
速
な
高
齢
化
の
進
行
や
医

療
費
等
の
増
加
に
伴
っ
て
扶
助
費

が
増
加
し
て
い
る
中
、平
成
29
年

度
一
般
会
計
予
算
総
額
2
2
7

億
2
5
0
0
万
円
が
議
会
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　日
置
市
議
会
議
員
一
同
は
、

﹁
住
ん
で
よ
し
・
訪
ね
て
よ
し
・
ふ

れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
ひ
お

き
﹂を
目
指
し
て
真
摯
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

︵
橋
口
︶

︽
発
行
責
任
者
︾

議

　
長

成

田

　
　浩

︽
編
集
責
任
︾

広
報
編
集
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

　
員

〃〃〃

黒

田

　澄

子

橋

口

　正

人

大

園

　貴

文

坂

口

　洋

之

山

口

　初

美

畠

中

　弘

紀

あなたも、議会を傍聴してみませんか。

〇 傍聴者受付簿に住所、氏名、年齢を

　 記入するだけで、誰でも傍聴できます。

〇 本庁4階までお越しください。
  （エレベーターがあります。）

〇 前もって届け出る必要はありません。

市議会は、市の予算や身近な問題について話し合う大切な場所です。

【問い合わせ】
議会事務局  TEL 248-9435

学校の社会科見学や自治会、PTA等の研修でぜひ傍聴にお越しください。

ヤッター ! みんな笑顔の吹上山の会

3月定例会 主な内容 平成29年5月 第48号

● 平成29年度当初予算
● 平成28年度補正予算
● 一般質問
● 条例改正・賛否表

P 2

P 11

P 5
P 6

● 陳情等の審査状況
● 委員会レポート!調査報告
● 一般質問 どうなった?
● 編集後記

P 12
P 16

P 19
P 20
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　3
月
定
例
会
は
、2
月
28
日
か
ら
3
月
28
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
29
年
度
は
、市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め
、骨

格
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　審
議
の
結
果
、平
成
29
年
度
当
初
予
算
2
2
7
億

2
5
0
0
万
円
は
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　主
な
予
算
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

有害鳥獣捕獲事業費

市内の猟友会に対し有害鳥獣捕獲を委託
（イノシシ・シカ・タヌキ等）

生ごみ回収
    モニター補助事業費
455万円

自治会に、回収量１kgに対して10円を補助
（上限５万円）

防犯灯LED化
    更新事業費
4200万円

LED照明の導入で、長寿命・省電力
化へ（平成29年度吹上地域）

1689万円

安全で快適な暮らし  ・ 交流の町づくり予算
3月
議会

平成 29年度当初予算 227億2500万円（骨格予算）

１億6055万円
医療費の保険診療に係る一部負担金を、中
学卒業まで助成

介護予防・生活支援
 サービス事業費

1億2443万円
高齢者の在宅生活を支えるためのサービ
スの創出・提供

子ども医療費助成事業費 2020 かごしま国体
    準備・運営事業費
164万円

日置市では軟式野球とレスリングを開催

制度資金信用保証料
    補助事業費
375万円

日置市内の中小企業の育成強化を図るた
めの補助

新規創業者スタートアップ等
  支援事業費

450万円
日置市内で新たな創業を目指す事業者に
対して、開業費用を一部助成

272万円
小・中一貫教育として9年間にわたり、
日置市の伝統文化や自然を生かした郷土
教育を充実

ひおきふるさと教育費

1521万円
全国のコンビニに
おいて、個人番号
カードを利用し、
住民票の写し等
の各種証明書を
発行

コンビニ交付サービス事業費

ひおき市議会だより H29.5 2ひおき市議会だよりH29.53



東市来駅バリアフリー化
整備事業費

1億2732万円

新産業創出支援事業費
4300万円

オリーブ実証ほ場
水源開発ボーリング工事費、施設整備工事費

放課後児童健全育成事業費

186万円
放課後児童クラブ入退室管理モデル事業

  

一
般
会
計

　
　
　

 

市
役
所
で
働
く
非
正

規
職
員
が
４
割
と
な
っ
て
お

り
、こ
の
点
は
大
変
問
題
だ
と

考
え
る
。

　こ
ど
も
の
貧
困
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
る
中
で
、就
学

援
助
費
と
し
て
支
給
す
る
入

学
準
備
金
を
必
要
な
時
期
に

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
支
給

で
き
る
よ
う
、先
進
自
治
体
の

取
り
組
み
に
学
ぶ
べ
き
。

　
　
　市
税
や
使
用
料
及
び

手
数
料
な
ど
の
自
主
財
源
は

３
割
に
満
た
な
い
状
況
で
あ

る
。　こ

の
よ
う
な
厳
し
い
財
源

状
況
を
鑑
み
る
と
、事
業
の
緊

急
性
や
重
要
性
を
十
分
に
考

慮
し
、日
置
市
財
政
健
全
化
計

画
に
基
づ
き
、限
ら
れ
た
財
源

内
で
最
大
限
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　国
民
健
康
保
険

　
　
　国
保
は
、
協
会
健
保

等
の
公
的
医
療
保
険
に
比
べ

て
、高
齢
者
や
低
所
得
者
層
が

多
く
加
入
し
て
い
る
と
い
う

構
造
的
な
問
題
を
か
か
え
て

い
る
。

　払
い
た
く
て
も
払
え
な
い

滞
納
世
帯
が
増
え
て
い
る
。

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

討 

論

　国
保
世
帯
の
20
・
4
％
が

滞
納
と
な
っ
て
い
る
高
す
ぎ

る
国
保
税
は
、市
民
が
必
要
な

医
療
を
受
け
る
権
利
を
侵
し

て
い
る
。

　
　
　本
市
も
、歳
入
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
事
業

を
保
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。　平

成
30
年
度
か
ら
は
都
道

府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
り
、国
保
運
営
に
つ
い

て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
の

で
、制
度
の
安
定
化
を
図
っ
て

い
く
事
と
な
る
。

　介
護
保
険

　
　
　昨
年
実
施
さ
れ
た
一

定
所
得
以
上
の
市
民
の
介
護

保
険
料
が
2
割
負
担
と
な
り
、

高
齢
者
や
家
族
の
暮
ら
し
を

直
撃
し
て
い
る
。

　利
用
者
や
家
族
の
負
担
と

痛
み
は
大
変
深
刻
な
も
の
と

な
り
、生
活
が
成
り
立
た
な
い

な
ど
、悲
痛
な
声
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
　
　高
齢
化
が
進
み
、
介

護
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
要
す
る
介

護
給
付
費
の
増
大
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、い
か
に
介
護
給

付
費
を
抑
制
す
る
か
が
大
き

賛
成

反
対

反
対

反
対

水道事業会計
8億6623万円

8億5011万円

収益的収入

収益的支出

一般会計・特別会計

会計名

一般会計 227億2500万円

76億197万円

5億8570万円

3638万円

2億2903万円

1億4459万円

1335万円

56億2683万円

6億6536万円

国民健康保険

公共下水道事業

農業集落排水事業

国民宿舎事業

健康交流館事業

温泉給湯事業

介護保険

後期高齢者医療

当初予算額

賛否表（成田議員は議長のため、表決には参加しない）

特
別
会
計

×

×

×

×

中
村
畠
中
留
盛
橋
口
黒
田
下
御
領

山
口
出
水
上
園
門
松
坂
口
花
木
並
松
大
園
漆
島
中
島
田
畑
池
満
長
野
松
尾
宇
田
成
田

平成28年度一般会計

会計名

一般会計 6890万円

補正予算額

賛否表（成田議員は議長のため、表決には参加しない）
中
村
畠
中
留
盛
橋
口
黒
田
下
御
領

山
口
出
水
上
園
門
松
坂
口
花
木
並
松
大
園
漆
島
中
島
田
畑
池
満
長
野
松
尾
宇
田
成
田

な
課
題
で
あ
る
。

　昨
年
10
月
か
ら
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が

開
始
さ
れ
、段
階
的
に
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
、適
正
な
認

定
業
務
や
介
護
予
防
事
業
の

強
化
な
ど
、結
果
と
し
て
介
護

給
付
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が

る
と
判
断
す
る
。

　後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
で
は
、４
月
か
ら
低

所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の

軽
減
措
置
が
縮
小
さ
れ
る
。

　所
得
割
が
、5
割
軽
減
か
ら

2
割
軽
減
に
縮
小
さ
れ
、負
担

が
さ
ら
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、反
対
す
る
。

　
　
　市
町
村
の
役
割
と
し

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
事
務
の
中
で
、保
険
料
の
徴

収
、申
請
の
受
付
、保
険
証
の

引
き
渡
し
な
ど
の
窓
口
業
務

を
行
う
。

　長
寿
検
診
や
お
口
元
気

歯
ッ
ピ
ー
検
診
も
行
う
な
ど

予
防
に
も
努
め
、与
え
ら
れ
た

制
度
の
中
で
十
分
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
適
正
と
判
断
し

た
。

～6890万円を追加し、総額281億2754万円～
補正予算を全会一致で可決
JR東市来駅のバリアフリー化整備事業など
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　A
E
D
を
市
民
が
使
用
し

た
場
合
と
、
救
急
隊
が
駆
け

付
け
た
後
の
救
命
率
は
。

　小
学
生
な
ど
も
人
命
救
助

で
き
る
市
民
へ
養
成
す
る
た

め
、
学
校
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
を

行
え
な
い
か
。

　Ａ
Ｅ
Ｄ
を
い
つ
で
も
使
え

る
よ
う
に
、
建
物
の
外
付
け

と
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ

貸
与
を
考
え
な
い
か
。

　　平
成
27
年
に
市
民
活
用
２

件
で
2
件
が
社
会
復
帰
、
救

急
隊
活
用
2
件
で
1
件
が
社

会
復
帰
、
平
成
28
年
は
市
民

活
用
１
件
で
１
件
が
社
会
復

帰
、
救
急
隊
活
用
７
件
で
２

件
が
社
会
復
帰
で
あ
る
。

　Ａ
Ｅ
Ｄ
の
心
肺
蘇
生
法
講

習
を
５
校
が
実
施
、
今
後
、
校

長
会
で
発
達
段
階
に
応
じ
た

研
修
を
呼
び
か
け
た
い
。

　Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
建
物
の
外

付
け
は
今
後
検
討
、
コ
ン
ビ

ニ
貸
与
は
考
え
な
い
。

　就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

と
は
、ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

　本
市
で
入
学
前
に
支
給
で

き
な
い
根
拠
は
何
か
、
ま
た
、

全
国
で
入
学
前
に
支
給
し
て

い
る
自
治
体
は
い
く
つ
で
、手

法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　室
蘭
市
は
最
新
の
情
報
と

し
て
前
々
年
度
の
世
帯
所
得

を
活
用
し
、入
学
前
の
支
給
を

実
施
し
て
い
る
が
本
市
も
同

様
に
で
き
な
い
か
。

　入
学
準
備
金
と
は
、
経
済

的
理
由
で
就
学
困
難
な
児
童

等
と
保
護
者
に
対
し
て
新
入

学
の
学
用
品
を
就
学
援
助
費

と
し
て
支
給
す
る
も
の
。

　本
市
は
、
前
年
度
所
得
で

認
定
し
て
い
る
た
め
就
学
前

に
支
給
で
き
て
い
な
い
。

　就
学
前
の
支
給
は
、全
国
で

約
80
自
治
体
が
実
施
、
前
々

年
度
所
得
で
の
認
定
で
行
わ

れ
て
い
る
。

　室
蘭
市
同
様
の
支
給
が
で

き
な
い
法
的
根
拠
は
な
い
が

要
綱
の
改
正
が
必
要
で
あ
り
、

国
や
県
の
状
況
を
と
ら
え
今

後
検
討
す
る
。

黒
田

　澄
子

　議
員

質
問
❶

答
弁
❷

入
学
前
支
給
で
き
な
い

法
的
根
拠
は
な
い

答
弁
❶

質
問
❷

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

を
入
学
前
支
給
へ

　平
成
29
・
30
年
度
に
、吹
上

キ
ャ
ン
プ
村
横
の
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
場
２
面
建
設
に
６

億
６
３
０
０
万
円
、
吹
上
浜

運
動
公
園
体
育
館
空
調
整
備

に
２
億
７
５
０
０
万
円
の
事

業
計
画
が
示
さ
れ
た
。

　整
備
計
画
の
主
な
目
的

は
、
大
会
や
合
宿
誘
致
に
よ

る
経
済
効
果
を
見
込
ん
で
い

る
。　し

か
し
、サ
ッ
カ
ー
場
は
、

近
隣
に
も
多
く
整
備
さ
れ
て

お
り
投
資
額
に
見
合
う
経
済

効
果
は
期
待
で
き
な
い
。

　体
育
館
の
空
調
整
備
も
、

大
会
誘
致
や
国
体
の
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
受
入
れ
に
必
要
と

の
理
由
で
あ
る
が
、
市
民
の

利
用
は
約
２
割
で
誰
の
た
め

に
整
備
す
る
の
か
疑
問
を
感

じ
る
。

　国
体
競
技
も
す
で
に
軟
式

野
球
を
２
会
場
で
受
入
れ
る

計
画
で
、
そ
の
整
備
費
用
も

２
億
円
を
超
す
投
資
で
あ

る
。　市

民
の
税
金
を
使
い
多
額

の
借
金
を
し
て
ま
で
何
会
場

も
受
入
れ
る
こ
と
に
理
解
は

で
き
な
い
。

　吹
上
に
は
、
白
砂
青
松
の

吹
上
浜
や
さ
つ
ま
湖
、
温
泉

な
ど
豊
か
な
資
源
が
多
い
。

　そ
う
し
た
地
域
資
源
を
一

体
的
に
絡
め
た
観
光
整
備

が
、
財
政
負
担
も
少
な
く
経

済
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　事
業
計
画
の
見
直
し
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　吹
上
地
域
に
お
い
て
交
流

人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

は
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　大
き
な
投
資
で
あ
る
こ
と

は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　し
か
し
、
今
こ
の
時
期
に

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
や
体
育

館
の
空
調
整
備
に
投
資
を
し

な
け
れ
ば
、
吹
上
地
域
の
交

流
人
口
は
停
滞
し
て
い
く
。

　地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

地
域
が
元
気
に
な
る
た
め
に

は
、
サ
ッ
カ
ー
場
は
大
事
な

整
備
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　体
育
館
の
空
調
整
備
も
設

備
が
な
い
こ
と
で
九
州
大
会

等
の
誘
致
が
で
き
な
い
こ
と

や
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
例
も
あ
り
、ま
た
、地
元
の

宿
泊
・
弁
当
業
者
・
利
用
団
体

や
国
体
競
技
団
体
か
ら
の
要

望
も
あ
っ
た
。

　合
併
債
が
使
え
る
う
ち
に

整
備
し
た
い
。

漆
島

　政
人

　議
員

質
問
❶

巨
額
な
投
資
事
業
に
課
題

が
多
く
見
直
す
べ
き

答
弁
❶

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
で

吹
上
が
元
気
に
な
る

・
産
婦
検
診
事
業
に
取
り
組

ま
な
い
か

・
聴
覚
障
害
者
支
援
の
要
約

筆
記
に
取
り
組
ま
な
い
か

・
移
住
定
住
政
策

そ
の
他
の
質
問

　①
４
地
域
の
均
衡
あ
る
発

展
と
活
性
化
を
図
る
た
め
の

行
政
組
織
の
見
直
し
は
。

　②
行
政
組
織
の
改
革
は
。

　③
日
置
市
力
を
高
め
る
政

策
は
。

　④
今
後
の
多
様
で
変
化
の

激
し
い
社
会
に
ど
う
対
応
し

て
い
く
つ
も
り
か
。

　⑤
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
を

う
ま
く
活
用
で
き
る
行
政
組

織
を
ど
う
作
っ
て
い
く
つ
も

り
か
。

　①
４
地
域
の
課
題
や
実
情

を
踏
ま
え
、
地
域
の
特
性
や

多
様
性
を
生
か
せ
る
組
織
。

　②
引
き
続
き
組
織
の
最
適

化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
組
織

の
見
直
し
に
取
り
組
む
。

　③
地
区
振
興
計
画
を
実
行

し
、
地
区
を
主
体
に
し
た
今

後
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　④
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
各

種
施
策
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
刻
々
と
移

り
変
わ
る
行
政
課
題
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　⑤
市
が
一
体
と
な
り
、
市

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
町

づ
く
り
推
進
。

　　①
地
域
活
性
化
の
決
め
手

の
一
つ
で
あ
る
若
い
力
の
本

市
で
の
活
用
の
仕
方
は
。

　②
若
者
の
力
を
生
か
す
に

は
、
高
校
大
学
と
の
連
携
が

必
要
だ
が
本
市
の
実
態
は
。

　③
若
者
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

等
の
移
住
や
企
業
等
へ
の
支

援
策
は
。

　④
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で

の
本
市
で
の
効
果
あ
る
具
体

的
支
援
と
施
策
は
。

　①
商
工
会
や
農
協
等
の
青

年
部
と
市
の
関
係
機
関
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　②
高
等
専
門
学
校
１
校
、

大
学
２
校
と
協
定
を
締
結
し
、

地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

　③
新
規
創
業
等
の
支
援
策

と
し
て
は
、
希
望
者
の
掘
り

起
こ
し
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実

施
し
、P
R
に
力
を
入
れ
て
い

く
。　④

出
産
か
ら
子
育
て
に
対

す
る
一
体
的
な
支
援
は
、
重

要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。

田
畑

　純
二

　議
員

質
問
❶

新
年
度
へ
向
け
て
の

行
政
組
織
の
見
直
し
は

答
弁
❶

組
織
の
最
適
化
に
向
け

見
直
し
を
図
る

質
問
❷

若
者
の
利
活
用
は

答
弁
❷

地
区
未
来
会
議
か
ら
派
生

し
た
グ
ル
ー
プ
活
動

一 般 質 問

これからどうする!
日置市
3月の定例会では9人の議員が登壇し、
日置市の未来を見据え質問を行いました。

より良い市政を目指して
A
E
D
の
コ
ン
ビ
ニ
貸
与・

児
童
へ
の
研
修
を

小
学
校
２
校
・
中
学
校

５
校
が
講
習
実
施

日置市文化会館に設置されているAED
第 3期日置地区振興計画書

（平成27-29年度）の表紙

交流人口の拡大が経済効果につながるのか ?
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　老
朽
化
の
進
む
市
営
住
宅

で
は
生
活
環
境
、
安
全
対
策
、

ま
た
、住
民
の
高
齢
化
で
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
建
て
替
え
を

望
む
声
が
あ
る
。

　市
と
し
て
現
状
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　築
40
年
を
超
え
る
市
営
住

宅
の
設
置
状
況
と
、市
営
住
宅

の
需
要
と
供
給
を
今
後
ど
う

考
え
る
の
か
。

　40
年
を
超
え
る
市
営
住
宅

は
、
伊
集
院
地
域
20
棟
71
戸
、

東
市
来
10
棟
40
戸
、吹
上
地
域

７
棟
21
戸
の
合
計
１
３
２
戸

で
あ
る
。

　老
朽
化
の
進
ん
だ
公
営
住

宅
か
ら
要
望
に
つ
い
て
は
、優

先
順
位
を
考
慮
し
予
算
の
範

囲
内
で
要
望
に
対
応
す
る
。

　需
要
と
供
給
を
判
断
す
る

の
は
難
し
く
、伊
集
院
地
域
で

は
、
民
間
貸
家
も
多
く
、
全
体

的
に
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
見
直
し
検
討
し
た
い
。

　　鹿
児
島
県
は
、男
性
の
労
働

時
間
が
全
国
一
長
く
、ま
た
高

校
卒
業
の
３
年
以
内
の
離
職

率
も
高
い
。

　長
時
間
労
働
と
仕
事
と
子

育
て
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
の

働
き
方
改
革
の
考
え
は
。

　本
市
職
員
も
、権
限
移
譲
や

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
で
深

夜
ま
で
の
残
業
や
土
日
出
勤

も
多
く
、多
忙
化
が
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。

　２
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で

の
22
時
以
降
の
職
員
の
在
庁

者
数
と
最
後
の
退
庁
者
は
何

時
か
。

　ま
た
、長
時
間
労
働
は
何
が

原
因
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

　　働
く
人
の
価
値
観
の
変
化

の
中
で
、正
規
職
員
、臨
時
・
非

常
勤
な
ど
多
様
な
人
材
層
を

受
け
入
れ
、活
躍
で
き
る
職
場

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　22
時
以
降
の
状
況
は
、
13
日

が
25
人
で
午
前
２
時
、
14
日
が

12
人
で
午
後
11
時
55
分
、
15
日

が
７
人
で
午
後
11
時
50
分
、16

日
が
16
人
で
午
前
０
時
12
分
、

17
日
が
７
人
で
午
後
11
時
30

分
で
あ
る
。

　今
年
度
は
、農
地
災
害
や
道

路
災
害
の
件
数
が
多
く
、そ
の

対
応
が
要
因
で
あ
る
。

坂
口

　洋
之

　議
員

　合
併
時
の﹁
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
﹂
で
は
、
各
家
庭
に
光

ケ
ー
ブ
ル
を
つ
な
ぐ
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
整
備
が
重
要
施
策

だ
っ
た
。

　こ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
て
の
テ
レ
ビ
受
信
が
困

難
な
地
域
は
共
同
ア
ン
テ
ナ

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。

　高
齢
化
が
進
む
中
、
運
営

は
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
く

が
対
応
策
は
ど
う
か
。

　ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
使
え
な
い
地
域
も
あ
る
。

　市
内
全
地
域
の
地
区
館
や

公
共
施
設
ま
で
張
り
巡
ら
せ

て
い
る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を

も
っ
と
有
効
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　総
合
計
画
に
基
づ
き
、
地

域
課
題
の
解
決
や
過
疎
地
域

の
人
口
減
少
対
策
、
地
域
公

共
交
通
の
維
持
、
農
林
水
産

物
を
活
か
し
た
6
次
産
業

化
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

ご
み
の
減
量
化
な
ど
様
々
な

施
策
の
推
進
に
よ
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

　共
同
ア
ン
テ
ナ
の
問
題
は

次
の
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

　イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
活
用
の

民
間
接
続
等
は
今
後
、
総
務

省
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

　　後
年
の
交
付
税
に
算
入
さ

れ
る
と
い
う
臨
時
財
政
対
策

債
だ
が
、
交
付
税
は
不
足
し

続
け
て
い
る
。

　交
付
税
に
借
金
返
済
分
が

参
入
さ
れ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
純
枠
な
交
付
税
が
減
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　今
後
の
交
付
税
が
増
え
る

見
込
み
が
な
い
限
り
、
借
金

返
済
が
財
政
を
圧
迫
す
る
。

　臨
時
財
政
対
策
債
は
発
行

可
能
額
で
あ
り
、
満
額
を
発

行
し
な
い
自
治
体
も
あ
る

が
、市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　今
後
は
、
普
通
交
付
税
が

激
変
緩
和
措
置
を
経
て
縮
減

さ
れ
る
の
で
、
市
債
残
高
と

基
金
残
高
に
十
分
留
意
し
な

が
ら
、
財
政
の
健
全
化
を
確

保
す
る
。

　臨
時
財
政
対
策
債
は
、
十

分
な
収
入
額
が
な
い
自
治
体

で
は
満
額
発
行
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
る
。

花
木

　千
鶴

　議
員

質
問
❶

市
営
住
宅
の
老
朽
化
の

現
状
を
ど
う
考
え
る
か

質
問
❶

合
併
12
年
の
総
括
は

質
問
❷

本
市
の
財
政
状
況
と

見
直
し
は

　平
成
29
年
度
は
、
団
塊
世

代
が
全
て
後
期
高
齢
者
と
な

る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
た

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改

変
、
第
７
期
介
護
保
険
制
度

策
定
の
準
備
期
間
と
な
っ
て

い
る
。

　地
域
医
療
構
想
の
も
と
、

病
院
の
機
能
転
換
と
病
床
削

減
に
よ
る
在
宅
医
療
の
方
向

性
の
中
、
平
成
30
年
度
か
ら

は
、
事
業
主
体
が
市
か
ら
県

に
移
管
す
る
。

　そ
の
よ
う
な
過
渡
期
に
、

　①
24
時
間
対
応
の
在
宅
医

療
介
護
の
連
携

　②
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤

師
・
介
護
支
援
専
門
員
等
、
多

職
種
間
の
連
携

　③
在
宅
介
護
家
族
の
負
担

軽
減
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
現
状
と
今
後
の
対
応
を

伺
う
。

　①
現
状
24
時
間
の
支
援
体

制
は
、
市
内
３
ヵ
所
の
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
対
応

し
て
い
る
が
、
夜
間
対
応
型

訪
問
介
護
等
、
事
業
所
の
整

備
と
人
材
確
保
が
急
務
で
あ

る
。　②

多
職
種
間
の
連
携
強
化

は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
連
携
研
修
会
、
意
見
交
換

会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後

も
続
け
て
い
く
。

　③
介
護
を
一
時
的
に
休
止

す
る
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
を
含

め
た
介
護
家
族
へ
の
サ
ポ
ー

ト
は
、
ま
す
ま
す
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　介
護
者
同
士
、
認
知
者
や

そ
の
家
族
へ
の
対
応
、
介
護

支
援
専
門
員
等
の
相
談
対
応

を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

　吹
上
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
公
衆
浴
場
跡
地
利
用
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が

な
さ
れ
る
か
。

　ま
た
、
近
隣
に
救
急
病
院
、

介
護
関
連
施
設
等
も
あ
り
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場

も
検
討
す
べ
き
で
は
。

　湯
之
元
分
団
の
消
防
車
庫

建
設
の
要
望
も
あ
り
、
地
元

の
意
見
等
を
伺
い
な
が
ら
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場

も
含
め
、
秋
頃
ま
で
に
は
具

体
的
な
利
用
策
を
決
定
し
て

い
き
た
い
。

上
園

　哲
生

　議
員

　旧
吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
隣

接
地
に
、
総
事
業
費
６
億
６

３
０
０
万
円
で
人
工
芝
サ
ッ

カ
ー
場
を
建
設
す
る
計
画
が

あ
る
が
、
財
源
や
利
用
人
数
、

経
済
効
果
、
維
持
管
理
経
費

等
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　必
要
性
や
計
画
の
詳
細
を

説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　年
間
利
用
者
数
１
万
２
千

人
、
大
会
や
合
宿
で
約
４
千

万
円
の
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
、
交
流
人
口
の
増
加
が
期

待
で
き
る
。

　財
源
は
、
合
併
特
例
債
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

等
で
、
維
持
管
理
経
費
は
、
ゴ

ム
チ
ッ
プ
補
充
、
夏
場
の
散

水
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
程
度
と

だ
い
ぶ
抑
え
ら
れ
る
。

　　南
さ
つ
ま
市
や
薩
摩
川
内

市
に
は
同
様
の
人
工
芝
サ
ッ

カ
ー
場
が
あ
り
、
大
会
や
合

宿
誘
致
の
予
測
が
あ
ま
い
よ

う
な
の
で
、サ
ッ
カ
ー
協
会
等

も
入
っ
た
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、精
査
が
必
要
。

　ま
た
、
合
併
特
例
債
は
国

が
７
割
を
交
付
税
措
置
す
る

も
の
の
、
残
り
は
市
の
借
金

で
あ
り
、
維
持
管
理
経
費
も

他
市
の
例
で
は
、
人
工
芝
の

張
替
え
が
10
年
に
一
度
必
要

で
、
約
２
億
円
か
か
る
と
の

試
算
も
あ
り
、
事
業
費
の
一

層
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
。

　建
設
の
推
進
、
見
直
し
双

方
の
立
場
か
ら
の
陳
情
も
出

て
い
る
が
、
今
回
の
計
画
は

具
体
性
に
乏
し
く
、
我
々
議

員
が
判
断
で
き
る
状
況
に
は

な
い
の
で
、
当
局
は
も
っ
と

精
査
を
し
た
上
で
事
業
計
画

を
提
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　サ
ッ
カ
ー
協
会
や
南
さ
つ

ま
市
な
ど
と
連
携
し
、
利
用

予
測
や
合
宿
誘
致
の
計
画
を

精
査
し
、
事
業
費
も
削
減
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　こ
の
場
所
は
、
旧
吹
上
町

の
時
か
ら
の
懸
案
事
項
で
、

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
は
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
に
利
用
で
き
、

関
係
団
体
か
ら
強
い
要
望
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
を
計

画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

出
水

　賢
太
郎

　議
員

質
問
❶

在
宅
医
療
介
護
連
携
の

現
状
と
今
後
は

質
問
❶

吹
上
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
場

計
画
に
つ
い
て
問
う

質
問
❷

具
体
性
に
乏
し
く

精
査
を
す
る
べ
き
で
は

質
問
❷

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

離
着
陸
場
の
検
討
も

答
弁
❶

交
流
人
口
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る

答
弁
❷

事
業
計
画
の

精
査
を
図
り
た
い

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

課
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

答
弁
❶

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

答
弁
❷

財
政
健
全
化
の
指
標
は

改
善
し
て
い
る

レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア…

介
護
の
必
要
な
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る

家
族
を
一
時
的
に
介
護
か
ら
解
放
す
る

支
援
サ
ー
ビ
ス
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
な
ど
。

合
併
特
例
債…

平
成
の
市
町
村
合
併
の
際
に

設
け
ら
れ
た
財
政
支
援
措
置
の
一
つ
。
事
業

費
と
し
て
特
例
的
に
起
債
で
き
る
地
方
債

で
、
公
共
施
設
建
設
な
ど
事
業
費
の
95
%
に

充
当
で
き
、
返
済
額
の
70
%
を
国
が
負
担
す

る
。
発
効
期
限
は
合
併
か
ら
15
年
。

臨
時
財
政
対
策
債…

地
方
一
般
財
源
の

不
足
を
補
う
た
め
に
特
例
と
し
て
発
行

さ
れ
る
地
方
債
。
必
要
に
応
じ
て
地
方

自
治
体
が
発
行
し
、
償
還
費
用
は
全
額

国
が
負
担
す
る
。

川
内
原
発
の
避
難
計
画

そ
の
他
の
質
問

答
弁
❶

事
業
所
の
整
備
と

人
材
確
保
が
急
務

答
弁
❶

優
先
順
位
を
考
慮
し
て

予
算
の
範
囲
で
対
応

答
弁
❷

生
活
の
両
立
が
で
き
る

職
場
づ
く
り
が
重
要

答
弁
❷

秋
頃
ま
で
に
、

具
体
的
な
利
用
策
を

質
問
❷

働
き
方
改
革
へ
の

市
長
の
考
え
方
は

吹上亀の子
サッカー大会の様子 旧吹上老人福祉センター

イントラネットの有効活用を 伊集院地域の市営八久保住宅
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　平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
新
た
に
大
学
生
等
に

貸
付
す
る
奨
学
金
を
現
行
の
月
額
2
0 

0
0
0
円
か
ら

4
0 

0
0
0
円
に
増
額
し
ま
す
。

　ま
た
、
定
住
促
進
の
た
め
の
1
／
2
返
還
免
除
型
の

奨
学
金
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　　

条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た

ま
ち
の
き
ま
り

大
学
生
等
へ
の
奨
学
金
が
増
額
さ
れ
、

１
／
２
返
還
免
除
型
の
奨
学
金
制
度
へ

日
置
市
総
合
計
画
審
議
会
の

委
員
の
人
数
が
削
減
へ

地
区
公
民
館
長
の

月
額
報
酬
を
引
き
上
げ
へ

,

,

　　　　平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
日
置
市
総
合
計
画
審

議
会
の
委
員
の
人
数
が
32
人
か
ら
25
人
に
削
減
さ
れ

ま
す
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　　　平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
地
区
公
民
館
長
の
報

酬
が
月
額
2
5 

8
0
0
円
か
ら
3
0 

0
0
0
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

,

,

賛否表（成田議員は議長のため、表決には参加しない）

日置市個人情報保護条例の
一部改正について
日置市総合計画審議会条例の
一部改正について
日置市報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について
日置市地区公民館条例の
一部改正について

日置市奨学資金貸付基金条例の
一部改正について

日置市税条例等の一部改正について

日置市指定地域密着型サ－ビスの
事業の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について

日置市包括的支援事業の実施に関する
基準を定める条例の一部改正について

中
村
畠
中
留
盛
橋
口
黒
田
下
御
領

山
口
出
水
上
園
門
松
坂
口
花
木
並
松
大
園
漆
島
中
島
田
畑
池
満
長
野
松
尾
宇
田
成
田

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

　避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
施
設︵
学
校
や
体
育
館
、公

民
館
な
ど
︶
の
ト
イ
レ
の
和

式
・
洋
式
の
設
置
状
況
は
。

　災
害
時
に
備
え
避
難
所
に

な
る
施
設
は
、
あ
ら
か
じ
め

す
べ
て
洋
式
化
し
て
お
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
と
具

体
策
を
伺
う
。

　指
定
避
難
所
46
施
設
の
う

ち
和
式
１
６
８
基
、洋
式
１
２

９
基
あ
り
、
男
女
別
で
は
和

式
が
男
子
60
基
、
女
子
１
０

８
基
、洋
式
が
男
子
39
基
、女

子
65
基
、共
用
３
基
、
多
目
的

22
基
と
な
っ
て
い
る
。

　ト
イ
レ
は
男
女
別
や
高
齢

者
、
障
が
い
者
に
考
慮
し
た

洋
式
が
好
ま
し
い
と
考
え

る
。　洋

式
の
な
い
施
設
が
11
カ

所
あ
り
、
ま
ず
こ
こ
か
ら
洋

式
化
し
て
い
く
。

　原
発
は
動
い
て
い
て
も
い

な
く
て
も
危
険
を
伴
う
。

　原
発
が
近
く
に
あ
る
限
り

こ
の
問
題
を
考
え
て
行
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　１
月
に
実
施
さ
れ
た
原
子

力
防
災
避
難
訓
練
に
参
加
し

た
市
民
か
ら
ど
の
よ
う
な
声

が
あ
っ
た
の
か
。

　私
の
所
に
、﹁
参
加
者
が
少

な
く
実
際
に
役
立
つ
と
は
思

え
な
か
っ
た
﹂﹁
用
意
さ
れ
た

バ
ス
に
乗
っ
て
の
訓
練
だ
っ

た
が
、
で
き
る
だ
け
荷
物
を

持
っ
て
、
自
分
の
車
で
避
難

す
る
は
ず
﹂﹁
自
力
で
避
難
で

き
る
人
だ
け
の
訓
練
は
論

外
﹂
、
こ
の
よ
う
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
が
市
長
の
見
解
は
。

　市
民
の
安
心
安
全
の
た
め

今
後
、
九
州
電
力
や
国
・
県
・

周
辺
自
治
体
に
ど
の
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
く
か
。

　訓
練
実
施
時
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
¬
今
後
も
避
難
訓
練
を

続
け
て
ほ
し
い
﹂﹁
道
路
の
寸

断
、
交
通
渋
滞
で
迅
速
な
避

難
が
で
き
る
か
﹂
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　九
州
電
力
に
は
、
安
全
確

保
を
最
優
先
に
万
全
な
体
制

で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。　国

に
は
、
安
全
対
策
の
指

導
徹
底
を
県
や
周
辺
自
治
体

と
一
体
と
な
り
、
効
果
的
で

実
効
性
の
あ
る
訓
練
を
継

続
。　

山
口

　初
美

　議
員

質
問
❶

避
難
所
の
ト
イ
レ
は

す
べ
て
洋
式
化
を

　平
成
27
年
議
会
で
実
態
調

査
後
に
、賠
償
・
補
償
等
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
答
弁
。

　ま
た
、
平
成
28
年
議
会
で

症
状
に
差
は
あ
る
が
、
17
人

が
今
も
副
反
応
の
症
状
が
続

い
て
い
る
と
し
て
県
内
の
実

態
や
関
係
市
町
村
と
も
充
分

連
携
・
協
議
し
て
対
応
す
る

と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　い
っ
こ
う
に
進
展
が
な
い

が
、
そ
の
後
の
検
討
結
果
と

関
係
自
治
体
と
の
協
議
状
況

を
示
せ
。

　被
害
に
苦
し
む
子
ど
も
た

ち
は
、
や
が
て
社
会
人
と
な

り
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　今
後
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
と
る
の
か
。

　　県
内
の
４
つ
の
自
治
体
で

国
へ
の
救
済
申
請
が
あ
る
が

独
自
の
救
済
は
な
い
。

　国
の
救
済
制
度
範
囲
の
拡

大
も
あ
り
、
個
々
の
申
請
に

つ
い
て
支
援
し
て
い
く
。

　本
人
・
家
族
の
苦
労
は
十

分
に
認
識
し
て
い
る
。

　症
状
が
継
続
し
て
い
る
場

合
で
生
活
に
支
障
が
あ
れ

ば
、
障
が
い
認
定
も
含
め
福

祉
な
ど
他
の
制
度
も
紹
介
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　市
民
の
利
便
性
向
上
と
、

更
な
る
観
光
客
の
誘
致
に
は

上
り
イ
ン
タ
ー
の
設
置
は
不

可
欠
で
あ
る
。

　国
土
交
通
省
な
ど
へ
の
働

き
か
け
の
状
況
は
ど
う
か
。

　そ
の
必
要
性
に
対
す
る
市

長
の
認
識
と
、
市
と
し
て
は

今
後
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
。

　

　上
り
イ
ン
タ
ー
の
必
要
性

は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　約
65
％
が
、完
成
・
利
用
さ

れ
、
更
な
る
事
業
促
進
と
美

山
イ
ン
タ
ー
の
整
備
も
、
国

に
要
望
し
て
い
る
。

　本
市
も
事
業
負
担
金
や
用

地
取
得
な
ど
、
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
、
今
後
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

池
満

　渉

　議
員

質
問
❶

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

副
反
応
問
題
は

質
問
❷

西
回
り
自
動
車
道
の

美
山
イ
ン
タ
ー
設
置
は

答
弁
❶

福
祉
・
障
が
い
制
度
も

含
め
支
援
し
て
い
く

答
弁
❶

洋
式
ト
イ
レ
の
無
い

11
の
施
設
か
ら
進
め
る

答
弁
❷

よ
り
実
効
性
の
あ
る

訓
練
を
継
続
し
て
実
施

答
弁
❷

第
２
次
総
合
計
画
に

位
置
付
け
て
あ
る

質
問
❷

原
子
力
災
害
か
ら

市
民
を
ど
う
守
る
か

貸付金額
募集人員

月額1万円
高校

月額4万円
大学・短大・専門学校等（以下「大学等」）

3人 5人

資格要件

選考基準

免除制度

次のいずれにも該当する者（高校は①～③、大学等は①～④の要件）

①中学校3年時における全履修教科
における学業成績の評定平均値が5
段階評価で概ね3.5以上であること。

　高等学校等1年から出
願時までの全履修教科・
科目における学業成績の
評定平均値が5段階評
価で概ね4.5以上である
こと。

②特定の分野において、特に優れた資
質能力（全国大会及び九州大会に出
場）があると認められること。

① 本人及びその保護者が市内に住所を有すること。
② 他の奨学金を利用していないこと。
③ 本人及びその保護者、連帯保証人が市税等を滞納していないこと。

次のいずれかに該当する者

免除額 ・・・借入総額 最大1/2
を免除

増額しました

新たな制度

④ 大学等のみの要件：卒業後、5年以上市内に住所及び在住し、県
内で就業する意思を有すること。

１月28日、原子力防災避難訓練の様子

美山インター入口付近
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討
論

反
対

賛
成
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備
を
す
る
た
め
に
は
、
優
先

的
に
作
る
べ
き
と
考
え
る
。

　人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
建
設

と
体
育
館
空
調
整
備
の
主
な

目
的
は
、
大
会
や
合
宿
の
誘

致
条
件
を
上
げ
る
こ
と
に
よ

る
、
経
済
効
果
を
見
込
ん
で

い
る
。

　し
か
し
、
住
民
へ
の
福
祉

効
果
や
経
済
効
果
は
期
待
で

き
な
い
。

　こ
の
経
済
効
果
が
、
一
部

の
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
住

民
全
体
の
利
益
に
ど
こ
ま
で

寄
与
で
き
る
の
か
が
問
題
で

あ
る
。

　将
来
的
に
ど
う
い
っ
た
事

業
選
択
が
有
効
で
あ
る
の

か
、
再
度
事
業
計
画
の
見
通

し
を
す
る
必
要
性
は
十
分
理

解
で
き
る
。

　こ
の
計
画
に
は
９
億
円
近

い
投
資
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
し
っ
か
り
と
住
民
の
合

意
の
も
と
に
、
見
通
し
の
あ

る
計
画
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。　市

民
の
く
ら
し
の
実
態
を

見
れ
ば
、
今
、
本
当
に
何
を
す

べ
き
か
、
良
く
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

討
論
討
論

反
対

賛
成

　　体
育
館
の
空
調
設
備
に
つ

い
て
は
、
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー

場
建
設
等
計
画
の
是
非
を
判

断
す
る
だ
け
の
材
料
に
乏
し

く
、
採
択
す
る
状
況
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

　サ
ッ
カ
ー
競
技
が
で
き
る

施
設
は
、
近
隣
市
町
村
だ
け

で
も
数
多
く
あ
り
、
新
た
な

サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
計
画
も

発
表
さ
れ
て
い
る
。

　交
流
人
口
は
増
え
て
も
、

経
済
効
果
に
つ
な
が
る
要
素

は
低
く
、
投
資
額
を
上
回
る

経
済
効
果
が
な
い
と
、
住
民

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

　い
ま
だ
、
サ
ッ
カ
ー
場
計

画
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い

住
民
も
多
く
、
住
民
の
合
意

が
得
ら
れ
て
な
い
以
上
、
計

画
を
こ
の
ま
ま
進
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
場
を
整

備
し
た
あ
と
は
、パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
整
備
も
含
め
、
白
砂

青
松
の
吹
上
浜
を
最
大
限
生

か
し
た
環
境
整
備
を
検
討
し

て
い
く
趣
旨
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
今
後
の
財
政
状
況
を

考
え
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
建
設

等
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
の
吹
上
地
域
に
初
め

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
具

体
化
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
多
く
の
地
元
住
民
が
待

ち
望
む
状
況
に
あ
る
。

　交
流
人
口
の
拡
大
や
健
康

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
も

つ
な
が
り
、
営
業
の
拡
大
や

人
口
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
多
目

的
活
用
で
の
経
済
効
果
や
、

30
数
年
続
い
て
い
る
拉
致
事

件
の
イ
メ
ー
ジ
払
し
ょ
く
に

も
期
待
で
き
、吹
上
浜
公
園
一

帯
の
整
備
問
題
の
対
策
に
も

な
る
。

　吹
上
浜
公
園
体
育
館
空
調

設
備
設
置
に
つ
い
て
は
、
空

調
設
備
が
な
い
た
め
に
、
九

州
大
会
の
誘
致
が
で
き
な
い

こ
と
や
利
用
者
の
熱
中
症
に

よ
る
救
急
搬
送
の
事
例
も
あ

り
、
以
前
か
ら
地
元
宿
泊
業

者
・
弁
当
業
者
そ
し
て
利
用

団
体
、主
催
者
の
要
望
が
あ
っ

た
。　大

会
・
合
宿
等
の
交
流
人

口
拡
大
そ
し
て
、
何
よ
り
も

レ
ス
リ
ン
グ
開
催
地
の
市
の

Ｐ
Ｒ
発
進
に
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
、
一
連
の
健
康
づ
く
り

促
進
に
も
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
る
。

ひおき市議会だよりH29.513

市 民 の 願 い 陳 情 の ゆくえ

賛成少数で不採択となりました。
（賛成4、反対16）

賛成少数で不採択となりました。
（賛成4、反対16）

賛成多数で採択となりました。
（賛成14、反対6）

賛成多数で採択となりました。
（賛成13、反対7）

【提出者】　加治屋 良次 氏（吹上町中原）

「吹上キャンプ村横のサッカー場建設、
および吹上浜運動公園体育館空調設備に
関する事業計画の見直しを求める」陳情書

【提出者】　小櫻 真弓 氏（吹上町今田）

「吹上町の原サッカー場建設、および吹
上浜運動公園体育館の空調設備に関する
事業計画の見直しを求める」陳情書

【提出者】　池田 日道 氏（吹上町湯之浦）

「総合計画に係る人工芝サッカ－場建設
及び吹上浜公園体育館空調設備設置の陳
情について」 【提出者】　杉本 憲一 氏（吹上町中原）

「人工芝サッカ－場建設の陳情について」

※

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト…

意
見

公
募
手
続
き
の
意
味
。
行
政
機
関

が
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
政
令

や
法
令
を
定
め
た
り
、
制
度
の
改

廃
を
行
っ
た
り
す
る
際
、
事
前
に

案
を
公
表
し
て
広
く
国
民
か
ら
意

見
を
募
り
、
集
ま
っ
た
意
見
を
考

慮
す
る
仕
組
み
。

　　体
育
館
の
空
調
設
備
に
つ

い
て
は
、
３
年
後
の
国
体
に

向
け
て
関
係
機
関
と
の
協
議

も
進
ん
で
お
り
、
見
直
し
は

難
し
い
と
考
え
る
。

　ま
た
、
国
体
の
レ
ス
リ
ン

グ
の
開
催
も
ほ
ぼ
決
ま
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る

こ
と
か
ら
必
要
で
あ
る
。

　人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
建
設

に
つ
い
て
は
交
流
人
口
の
増

な
ど
、
必
要
性
を
感
じ
な
が

ら
も
、
こ
の
計
画
の
是
非
を

判
断
す
る
の
は
時
期
尚
早
で

あ
り
、
当
局
に
対
し
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を

求
め
る
な
ど
、
慎
重
な
調
査

が
必
要
。

　議
会
と
し
て
そ
の
是
非
を

拙
速
に
判
断
す
れ
ば
、
議
会

の
責
任
を
問
わ
れ
る
事
態
に

な
る
。

　旧
吹
上
町
か
ら
の
計
画
が
、

よ
う
や
く
現
実
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し

て
の
交
流
人
口
の
拡
大
か
ら
、

将
来
の
観
光
拠
点
づ
く
り
ま

で
視
野
に
入
れ
て
の
周
辺
整

※

文教厚生委員会がサッカー場建設予定地を調査吹上浜公園体育館



討
論
討
論

反
対

賛
成

　　平
成
29
年
１
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
社
会
保
障
審
議
会

医
療
保
険
部
会
に
お
い
て
、

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
平
成

29
年
８
月
か
ら
第
１
段
階
が

施
行
さ
れ
、
第
２
段
階
目
は
、

平
成
30
年
８
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

　厚
生
労
働
省
が
既
に
明
確

な
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　医
療
に
直
接
携
わ
る
医
師

の
立
場
か
ら
の
陳
情
で
あ
り
、

今
で
さ
え
経
済
的
な
理
由
で

必
要
な
受
診
が
で
き
な
い
患

者
が
増
え
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
中
で
、
さ
ら

な
る
負
担
増
は
医
療
を
遠
ざ

け
、
と
り
わ
け
治
療
が
長
期

に
わ
た
る
高
齢
者
の
生
活
を

圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
る
。

　病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
観
点
か
ら
も
懸
念
さ

れ
る
。

　

日置市吹上浜一帯の松林の
調査と改善を求める意見書

　日置市の吹上浜は、日本三大砂丘の一つで
あり白砂青松とウミガメ産卵地としても有名
な浜です。
　現在、防砂林である松林内は砂の盛り上が
りなどにより、排水の不良の箇所がたくさん
みられます。
　また、松枯れも深刻な状況になっており、
雑木も繁茂し、以前のような白砂青松の景勝
地のイメージは無くなりつつあります。
　以前から、海岸清掃活動などを日置市民が
率先して行っていますが、現状の松林の状況
では、市民が松林を守ることができない現実
があります。
　日置市の貴重な自然財産である吹上浜を後
世に残していくためにも、吹上浜一帯の現状
を改善する必要があるため、下記のことを要
望いたします。

記

１ 日置市吹上浜の防砂林である松林の現状の
調査と管理改善を求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見
書を提出します。

平成29年3月28日
鹿児島県日置市議会議長 成田 浩

林野庁長官 　今井 敏 様
鹿児島県知事 三反園 訓 様

日置市吹上浜一帯の浜崖と河川閉塞の
調査と改善を求める意見書

　日置市の吹上浜は、日本三大砂丘の一つであ
り白砂青松とウミガメ産卵地としても有名な浜で
す。
　しかし、近年では海岸線が、飛砂や侵食等の
影響で浜崖ができ、ウミガメの産卵にも影響が
出ています。
　また、季節風等による飛砂の影響で吹上浜に
流れ出る河川の河口が閉塞し、川の流れが大き
く変わってきている場所があります。
　以前から、海岸清掃活動やウミガメパトロー
ルなどに多くの日置市民が参加しています。
　目置市の貴重な自然財産である吹上浜を後世
に残していくためにも吹上浜一帯の現状を改善
する必要があるため、下記のことを強く要望いたし
ます。

記

１ 吹上浜の浜崖について、その原因や現状につ
いての調査と現状の改善を行っていただきた
い。
２ 吹上浜に流れ出る河川の河口の閉塞により、
大きく流れが変わった場所を回復する手立てに
ついて、事業予算の確保等、継続的に行ってい
ただきたい。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出します。

平成29年3月28日
鹿児島県日置市議会議長 成田 浩

内閣総理大臣 　　安倍 晋三 様
国土交通大臣 　　石井 啓一 様
衆議院議長 　　　大島 理森 様
参議院議長 　　　伊達 忠一 様
鹿児島県知事 　　三反園 訓 様
鹿児島県議会議長 柴立 鉄彦 様

吹上浜一帯の調査改善について、意見書提出を求める陳情について

全会一致で、採択されました。

【提出者】　井之上 正人（吹上町中原・花田地区公民館長）
賛成少数で不採択となりました。（賛成2、反対19）

【提出者】　柳田 敏孝 氏（東市来町湯田）

「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」の見直しにあたり現行制度の継続を求める意見書
の採択を求める陳情書

全会一致で採択となりました。

飲食店等の禁煙化の更なる促進について

「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」の
見直しにあたり現行制度の継続を求める
意見書の採択を求める陳情

吹上浜一帯の調査改善に、
意見書提出を求める陳情について

中
村
畠
中
留
盛
橋
口

退
席

退
席

退
席

退
席

黒
田
下
御
領

山
口
出
水
上
園
門
松
坂
口
花
木
並
松
大
園
漆
島
中
島
田
畑
池
満
長
野

採
択

採
択

採
択

採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

松
尾
宇
田
成
田

人工芝サッカー場建設の陳情について

吹上町の原サッカー場建設、および
吹上浜運動公園体育館の空調設備に
関する事業計画の見直しを求める陳情

総合計画に係る人工芝サッカー場建設
及び吹上浜公園体育館空調設備設置の
陳情について

吹上キャンプ村横のサッカー場建設、
および吹上浜運動公園体育館空調整備に
関する事業計画の見直しを求める陳情について

陳情名

賛否表（〇：賛成 ×：反対 議長は表決に参加しない）

× × ×

× × × × × × × ×××× × ×× × ×

× × ×

×

× × × × × × ×

× × × × ×

× × × × ×××× × ×× × ×

× × × × × × × × × × × × × × × ×

内閣総理大臣、国土交通大臣、林野庁長官、
鹿児島県へ意見書を提出しました

内閣総理大臣、国土交通大臣、林野庁長官、
鹿児島県へ意見書を提出しました

【提出者】　渉 秀憲 氏（伊集院町妙円寺）
「飲食店の禁煙化の更なる促進について」の陳情書

日置市 吹上浜一帯
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　平
成
28
年
11
月
議
会
報
告

会
で
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
懸

案
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

●
黒
川
洞
穴

　黒
川
洞
穴
の
橋
が
さ
び
て

い
る
が
整
備
に
交
付
金
が
な

く
て
困
っ
て
い
る
。

　周
辺
整
備
を
図
り
交
流
人

口
増
に
つ
な
げ
た
い
。

●
さ
つ
ま
湖
周
辺
の

　観
光
地
活
用
に
つ
い
て

　さ
つ
ま
湖
は
吹
上
の
観
光

活
性
化
の
た
め
に
、
岩
崎
産

業
と
再
交
渉
す
べ
き
で
は
な
い

か
。　正

円
の
池
は
、
雑
草
が
茂
っ

て
い
る
の
で
除
去
し
て
ほ
し
い
。

●
皆
田
地
区
公
民
館

　災
害
時
の
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
テ
レ
ビ
も

な
い
。

　体
育
館
の
雨
漏
り
と
天
井

か
ら
は
ビ
ス
が
落
ち
て
く

る
。　築

25
年
の
建
物
な
の
で
年

次
的
に
補
修
で
き
な
い
か
。

●
美
山
笑
店

　美
山
笑
店
の
運
営
、
月
1

回
の
美
山
マ
ル
シ
ェ
の
運
営

広
報
な
ど
、
商
売
し
て
い
る

人
の
相
談
、
空
き
家
の
収
集
、

観
光
案
内
、
訪
日
外
国
人
の

啓
発
活
動
、
美
山
笑
店
の
中

と
外
を
一
人
で
賄
え
な
い
。

　も
う
一
人
、
協
力
隊
が
欲

し
い
。

《
委
員
か
ら
の
意
見
》

・
黒
川
洞
穴
は
昭
和
27
年
に

縄
文
時
代
晩
期
の
黒
川
式
土

器
の
標
識
遺
跡
と
し
て
発
見

さ
れ
た
。

　黒
川
神
社
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
道
、
特
に
錆
び
た
橋
の
早

急
な
対
応
を
検
討
す
べ
き
。

・
さ
つ
ま
湖
の
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
は
、
専
門
的
な

診
断
・
助
言
・
指
導
を
検
討

す
べ
き
。

　市
の
所
有
地
で
観
光
を
検

討
し
て
い
く
方
が
良
い
。

　正
円
の
池
は
、
雑
草
の
除

去
な
ど
毎
年
管
理
す
べ
き
。

　キ
ャ
ン
プ
村
跡
地
は
早
く

更
地
に
す
る
べ
き
。

・
皆
田
地
区
公
民
館
は
、
避

難
所
と
し
て
情
報
収
集
に
、

テ
レ
ビ
は
必
要
で
あ
る
。

　避
難
所
指
定
さ
れ
て
い
る

な
ら
定
期
的
に
一
斉
に
点
検

す
る
必
要
が
あ
り
、
早
急
な

修
理
が
必
要
で
あ
る
。

・
美
山
笑
店
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
外
交
と
内
交
を

考
え
る
と
、
も
う
一
人
必
要

と
考
え
る
。

総務企画　1月19日

所管事務調査

議会報告会での要望個所を調査
文教厚生　1月30日

所管事務調査

議会報告会での要望個所を調査

【
調
査
個
所
】

・
黒
川
洞
穴
・
花
田
地
区
ミ
ニ

団
地・藤
元
地
区
公
民
館・さ

つ
ま
湖
周
辺
の
観
光
利
用
に

つ
い
て・
皆
田
地
区
公
民
館
・

美
山
笑
店
・
美
山
地
区
公
民

館・防
犯
灯
事
業

　平
成
28
年
11
月
議
会
報
告

会
で
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
懸

案
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

●
美
山
地
区
中
学
校

　通
学
路
の
安
全
対
策

　保
護
者
か
ら
、
通
学
路
の

安
全
対
策
と
防
犯
カ
メ
ラ
等

の
設
置
等
の
要
望
が
あ
り
、

現
地
調
査
し
た
。

【
調
査
個
所
】

・
美
山
地
区
中
学
校
通
学
路

の
安
全
対
策
・
花
田
地
区
小

野
川
の
環
境
保
全
と
吹
上
浜

海
岸
清
掃
の
機
械
化
・
和
田

地
区
児
童
館
遊
具
設
置

【
ま
と
め
】

・
美
山
地
区
の
東
市
来
中

へ
の
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
集
団
登
下

校
の
実
施
、
十
分
な
安
全

指
導
、
定
期
的
な
見
回
り

の
実
施
を
望
む
。

　防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置

要
望
も
あ
っ
た
が
、
県
道

か
ら
旧
道
へ
の
入
り
口
の

木
の
伐
採
等
に
よ
り
、
見

通
し
を
含
め
た
、
死
角
を

な
く
す
取
り
組
み
を
実
施

し
て
ほ
し
い
。

・
花
田
地
区
小
野
川
の
水

質
、
ヘ
ド
ロ
の
問
題
は
、

事
業
者
の
管
理
が
不
十
分

な
こ
と
が
要
因
で
あ
り
、

県
や
自
治
会
と
連
携
し
定

期
的
な
検
査
、
厳
し
い
指

導
、
管
理
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

・
吹
上
浜
海
岸
の
清
掃
用

重
機
購
入
の
要
望
に
つ
い

て
は
、
海
岸
線
全
体
の
問

題
で
あ
り
、
実
態
を
調
査

し
住
民
負
担
の
軽
減
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
和
田
地
区
児
童
館
空
調
整

備
・
遊
具
設
置

　空
調
設
備
・
遊
具
等
の
老

朽
化
が
目
立
つ
。

　安
全
対
策
も
併
せ
て
、
今

後
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
施
設
や
未
就
学
児
が
遊
べ

る
遊
具
等
の
整
備
を
進
め
ら

れ
な
い
か
。

●
花
田
地
区
小
野
川
の

　環
境
保
全
・
吹
上
浜
海
岸

　清
掃
の
機
械
化

　下
流
域
に
は
ヘ
ド
ロ
が
堆

積
し
て
い
て
、
悪
臭
が
あ
り

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　吹
上
浜
海
岸
は
、
海
か
ら

の
大
型
ご
み
・
雑
木
等
が
海

岸
に
た
ま
り
、
地
域
で
ク
リ
ー

ン
作
戦
等
で
処
分
し
て
い
る
。

　大
型
ご
み
の
量
が
多
く
、
地

元
か
ら
重
機
等
で
処
分
で
き

な
い
か
要
望
が
あ
る
。
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　平
成
28
年
11
月
議
会
報
告

会
で
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
懸

案
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

●
市
道
皆
田
牟
田
線
の

　法
面
吹
付
（
皆
田
地
区
）

　大
平
自
治
会
よ
り
内
之
田

池
か
ら
大
平
自
治
会
運
動
広

場
ま
で
の
8
0
0
m
区
間
で
、

現
在
年
2
回
作
業
班
に
よ
り

除
草
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　一
部
、
地
域
づ
く
り
振
興

事
業
で
吹
付
工
事
を
し
た
場

所
が
あ
り
、
そ
の
継
続
と
し

て
要
望
が
出
さ
れ
た
。

【
調
査
個
所
】

・東
市
来
地
域
1
カ
所
、伊
集

院
地
域
2
カ
所
、日
吉
地
域

1
カ
所
、吹
上
地
域
13
カ
所

追 跡

どうなった?
一般質問

どうなった?
一般質問

東市来駅ホームの段差解消など
バリアフリー化ができないか

　東市来駅の跨線橋は、高齢者・障害を持つ人に
は利用しにくい。
　また、冬場は凍結などもみられ危険である。
　ホームの段差解消などのバリアフリー化を図る
考えはないか。

【平成22年12月質問】【平成24年6月質問】

その後・・・、

こうなりま
した!

祖父母世代に孫育て支援のための
祖父母手帳を作成できないか

　昔とは違う子育ての理解と学びを得て、上手に
孫育てを応援する祖父母手帳を作成できないか。

【平成28年5月質問】

踏切が設置され、
スロープを使ってホームへ

　平成30年3月完成見込みで、踏切を設
置し、スロープを使ってホームへ行けるよ
うになります。
　踏み切り・スロープの設置後は、跨線橋
は撤去されます。
　また、トイレも多目的トイレに建て替え
られ、駅舎前の階段横にもスロープが設
置され、便利になります。

祖父母手帳を作成し、
祖父母世代への配布へ

　平成29年3月から、祖父母手帳を配布
することになりました。
　母子手帳交付時に、母子健康手帳と一
緒にお母さんにお配りしています。

産業建設　１月11日

所管事務調査

議会報告会での要望個所を調査

●
市
道
猪
鹿
倉
線
の

　拡
幅
（
伊
集
院
地
区
）

　猪
鹿
倉
橋
か
ら
清
藤
に
抜

け
る
道
路
は
非
常
に
狭
く
途

中
に
大
木
も
あ
り
、
車
の
離

合
が
難
し
い
拡
幅
改
良
の
要

望
が
出
さ
れ
た
。

●
小
野
川
の

　河
口
閉
塞
に
よ
る
海
岸
線

　浸
食
（
花
田
地
区
）

　北
西
の
季
節
風
に
よ
る
飛

砂
の
影
響
で
小
野
川
の
河
口

が
閉
塞
し
、
川
の
流
れ
は
90

度
に
曲
が
る
た
め
、
海
岸
線

が
数
百
メ
ー
ト
ル
浸
食
さ
れ

て
お
り
対
策
の
要
望
が
あ
る
。

●
県
道
田
之
頭
吹
上
線
の

　坊
野
〜
上
田
尻
間
の
改
良

　舗
装
（
坊
野
地
区
）

　南
洲
砕
石
の
出
入
り
口
は

大
型
ダ
ン
プ
車
が
往
来
し
、

舗
装
の
補
修
が
で
き
て
い
な

い
た
め
要
望
が
出
た
。

　路
面
の
劣
化
が
激
し
く
、

県
に
は
再
三
整
備
促
進
を
要

望
し
て
い
る
。

【
ま
と
め
】

・
市
道
皆
田
牟
田
線
の
法

面
吹
付
に
つ
い
て
は
、
市

内
に
同
様
の
場
所
が
多
い

こ
と
か
ら
従
来
通
り
、
作

業
班
に
よ
る
草
払
い
で
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
。

・
市
道
猪
鹿
倉
線
の
拡
幅

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
で
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。

・
県
道
田
之
頭
吹
上
線
の

坊
野
〜
上
田
尻
間
の
改
良

舗
装
は
、
事
業
者
側
も
ロ
ー

ド
ス
イ
ー
パ
ー
や
散
水
す

る
な
ど
、
企
業
努
力
を
行

う
よ
う
行
政
指
導
す
べ
き

で
あ
る
。

・
小
野
川
の
河
口
閉
塞
に

よ
る
海
岸
線
浸
食
は
、
小

野
川
の
管
理
は
県
、
浜
の

管
理
は
森
林
管
理
署
で
あ

る
こ
と
か
ら
国
や
県
に
対

し
て
引
き
続
き
要
望
を
行

い
、
早
急
な
対
応
を
求
め

る
べ
き
で
あ
る
。
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第
48
号
の
表
紙

　今
回
の
表
紙
は
、
平
成
3
年

に
山
登
り
が
好
き
な
仲
間
10
人

で
発
足
し
ま
し
た
﹁
吹
上
山
の

会
﹂で
す
。

　本
年
で
26
年
目
を
迎
え
、
会

員
も
22
人
に
増
え
、
屋
久
島
の

宮
ノ
浦
岳
︵
1
9
3
6
m
︶、
鳥
取

県
の
大
山︵
1
7
2
9
m
︶と
県
内

外
の
山
々
を
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。　会

員
の
中
に
は
専
門
的
な
技

術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
お
り
、
初

心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
登
れ

ま
す
。

　昨
年
9
月
、会
の
発
起
人
で
あ

り
、
山
登
り
の
醍
醐
味
を
教
え

て
く
れ
た
会
長
さ
ん
が
突
然
の

病
で
他
界
さ
れ
、
深
い
悲
し
み

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
会
員
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
山

登
り
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

　こ
の
度
、﹁
ぎ
か
い
の
と
び
ら
﹂

を
フ
ル
カ
ラ
ー
化
し
、
読
み
や

す
い
紙
面
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い

た
し
ま
し
た
。

　広
報
編
集
委
員
会
で
は
、
今

後
も
市
民
の
皆
様
に
親
し
み
を

持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙

面
作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　急
速
な
高
齢
化
の
進
行
や
医

療
費
等
の
増
加
に
伴
っ
て
扶
助
費

が
増
加
し
て
い
る
中
、平
成
29
年

度
一
般
会
計
予
算
総
額
2
2
7

億
2
5
0
0
万
円
が
議
会
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　日
置
市
議
会
議
員
一
同
は
、

﹁
住
ん
で
よ
し
・
訪
ね
て
よ
し
・
ふ

れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
ひ
お

き
﹂を
目
指
し
て
真
摯
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

︵
橋
口
︶

︽
発
行
責
任
者
︾

議

　
長

成

田

　
　浩

︽
編
集
責
任
︾

広
報
編
集
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

　
員

〃〃〃

黒

田

　澄

子

橋

口

　正

人

大

園

　貴

文

坂

口

　洋

之

山

口

　初

美

畠

中

　弘

紀

あなたも、議会を傍聴してみませんか。

〇 傍聴者受付簿に住所、氏名、年齢を

　 記入するだけで、誰でも傍聴できます。

〇 本庁4階までお越しください。
  （エレベーターがあります。）

〇 前もって届け出る必要はありません。

市議会は、市の予算や身近な問題について話し合う大切な場所です。

【問い合わせ】
議会事務局  TEL 248-9435

学校の社会科見学や自治会、PTA等の研修でぜひ傍聴にお越しください。

ヤッター ! みんな笑顔の吹上山の会

3月定例会 主な内容 平成29年5月 第48号

● 平成29年度当初予算
● 平成28年度補正予算
● 一般質問
● 条例改正・賛否表

P 2

P 11

P 5
P 6

● 陳情等の審査状況
● 委員会レポート!調査報告
● 一般質問 どうなった?
● 編集後記

P 12
P 16

P 19
P 20
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